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【追悼】 
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 飯塚幸子先生は 2024年 12月、95歳でご逝去さ

れた。実践女子大学・短期大学において卒業生と

して初めて学長に就任された女性でもあり、その

半生を母校の教育・研究に尽力された。先生のご

略歴やご業績については別資料に譲り、ここでは

教え子の一人として、先生との思い出の一端を記

させていただきたい。 

飯塚先生との出会いは、被服衛生学・被服人間

工学とは何かを伝える初年次教育の授業であっ

た。当時の私は、被服学科でこのような学問があ

ることも、衣服と人間との関係を科学的に探究す

る研究分野があることも知らなかった。学部三年

次から被服機能人間工学研究室に所属し、大学院

修士課程までご指導いただいたのち、助手として

五年間勤務する機会をいただいた。 

研究室のすぐ下の階には山﨑和彦先生の生理

衛生学研究室があり（現在は鹿児島出水へご帰

郷）、大学院生・ゼミ生とともに国内外の学会で

発表する機会に恵まれた。学会の後には、喫茶店

で甘味を囲みながらささやかな「反省会」が開か

れることがあった。あるとき飯塚先生はふと、学

会にお一人で参加されていた頃のことを静かに語

られたという。それ以来、山﨑先生は誠心誠意尽

くさねばと心に決められたと伺ったことがある。

そして飯塚先生は山﨑先生のことを「神様がくれ

た宝物」とおっしゃっていた。親子ほど年の離れ

たお二人であったが、研究者として互いを深く敬

い合うそのお姿を側で拝することができたこと

は、私にとって何よりの幸せであった。 

糊の効いた白衣をお召しになり、机に向かわれ

る凛としたお姿が印象に残っている。先生の机上

はいつも整然としていた。先輩方からは、先生の

研究や教育に対する並々ならぬ責任感について伝

説を伺っていた。先生が骨折された際、授業を休

講にされず、横浜のご自宅からタクシーで大学に

通われたという逸話を、助手であった永井由美子

先生（現大阪教育大学）からお聞きした。 

 また、大学院生であった水野一枝先生（現和洋

女子大学）の睡眠実験の被験者の晩、人工気候室

で就寝の準備をしていると、一緒に飯塚先生も被

験者であるとお聞きし非常に驚いた。研究できる

ことに感謝することと、自ら被験者となることで

実験の本質が見えてくるということを、先生は身

をもって示してくださった。 

飯塚先生に最後にお目にかかったのは、2024年

2月 29日のことであった。山﨑先生がご帰郷なさ

る前に一緒にお会いしたいと思いご自宅を訪ね

た。ご体調のこともあり面会は難しいとのことで

あったが、事情をお伝えしたところ、ほんの短い

時間お会いすることが叶った。 

陽の当たるあたたかな部屋で横になっておら

れた先生は、私たちを見ると穏やかな表情で「あ

っこちゃん元気？」と声をかけてくださった。そ

のお言葉に、思わず膝をつき涙があふれ、先生の

お顔を見ることができなかった。後日、山﨑先生

はその時の様子を振り返り、「君は枕元で涙を流

していたが、飯塚先生は静かに微笑んでおられた」

と書き送ってくださった。 

先生は学生に向けて「学びも人生も実践するこ

とが大切である」と語っておられた。私は先生に

直接ご指導いただいた最後の世代の一人である。

先生から受け取った学びを、これからも後輩へと

つないでいくことが、教え子としての務めである

と感じている。先生が大切にされていた「実践」

という言葉を、これからも心に刻みたい。 

飯塚先生との出会いとご指導に深く感謝申し

上げるとともに、先生のご冥福を心よりお祈り申

し上げたい。 
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